
再建だより 平成29年4月20日

目次：

本堂玄関前の意匠変更 1

再建工事スケジュール (1) 2

再建工事スケジュール (2) 4

再建工事の必要書類 6

ご寄付の途中経過 7

ナルくんからのラブレター 7

地を鎮める (ちをしずめる ) 8

臨済宗妙心寺派 圓福寺

伽藍再建への道

第2巻 第3号

（第8号）

再建スケジュール
・再建工事のスケジュール

・施工業者の選定

・必要書類

・ご寄付の途中経過

本堂前面もバリアフ

リー化するために、庫裏

玄関から本堂正面に向

かってスロープにする予

定でしたが、本堂正面か

ら大人数が同時に出入り

することを考えた場合、

降りたところに傾斜があ

るのはかえって危ないと

思い、前面すべてを濡れ

縁風の沓脱に変更するこ

とにいたしました。

住職手描きの絵を、設

計事務所にファックスで

送って、打ち合わせいた

しました。(左図と下図)

本堂玄関前の意匠変更
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再建工事スケジュール(１)

駐
車
場
の
塀
に
、
「
建
築
計
画
の
お
知
ら
せ
」
と
い

う
標
識
を
掲
示
し
、
近
隣
・
通
行
の
人
に
再
建
工
事
を

は
じ
め
る
こ
と
を
周
知
し
ま
す
。

① 標識設置(4月12日)

① 標識設置

② 近隣説明
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らの距離などを複合的に勘案し

たものに基づき、その土地所有

者と実際にお住まいの方とな

り、合計28軒でした。中には遠

方にお住いの方もおいでにな

り、設計事務所さんの方でご説

明に行ってくださいます。

② 近隣説明(4月12日)
このたび再建される本堂の高

さが10mを超えるので、近隣へ

建築計画の説明が義務付けられ

ています。①の標識設置に合わ

せて、さっそくご説明にお伺い

します。

説明の対象は、日影や境界か

近
隣
説
明
の
内
容
で
す
。
何
回
か
お
伺
い
し
て
も
お

会
い
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
文
書
を

お
送
り
し
て
ご
説
明
に
代
え
る
そ
う
で
す
。
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再建工事スケジュール(２)

「再建だより」第5号
でお知らせした施工会社

の条件に合致する会社を

選定するために、お寺と

設計事務所が推薦する会

社にアンケートの提出を

依頼して、見積を依頼す

る施工会社が下記の通り

決まりました。(見積提出

の都合で、会社名は伏せ

てあります。)いずれも、

社寺建築に実績のある会

社です。

これらの会社に対し

て、5月9日に、個々に現

場説明を行います。

③ 現場説明会(5月9日)

施工候補会社の実績一覧 

鎌倉 建長寺 禅堂建替工事

多治見 永保寺 伽藍再建工事

越谷 日本文化伝承の館 能舞台新築工事

鎌倉 光明寺 大聖閣再建工事

松島 瑞巌寺 博物館新築工事

鎌倉 円覚寺 宗務本院新築工事

埼玉 平林寺 隠寮・中書院新築工事

永平寺名古屋別院 法堂新築工事

名古屋 熱田神宮 神楽殿新築工事

③ 現場説明会

⑤ 施工会社決定

④ 見積提出・開封

地鎮祭
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お寺としては、予算も限られ

ていることなので、安い建築費

に越したことはありませんが、

安い旅行代金を売り物にした○

○○くらぶのようなこともあり

ますので、適正な見積なのか、

実施可能な見積なのかなどを、

設計事務所さんが、専門家から

のさらなる検討や見積調整をし

てくださることになります。

④ 見積提出・開封(6月2日)
現場説明を受けた施工会社さ

んに、6月2日までに見積書を提

出していただきます。

厳封された見積書は、住職・

役員同席のもと、開封されま

す。

提出された見積書を仔細に検

討して、施工会社の候補をお寺

が決め、設計事務所に伝えま

す。

⑤ 施工会社決定(6月13日)

お寺が決めた施工会社さんの候補に関して、設計事

務所さんが比較検討の資料を作成してくださり、それ

をもとに役員会で協議の上、いよいよ施工会社を決め

ることとなります。

その後、工事の契約、七月の着工までの間に、地鎮

祭の厳修となります。
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再建工事の必要書類

モ
ク
レ
ン
越
し
の
以
前
の
本
堂

こ
の
モ
ク
レ
ン
も
、
今
年
の
花
を
見
せ
て
く
れ
た
あ

と
、
や
む
な
く
伐
採
い
た
し
ま
し
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

こ
の
写
真
は
モ
ク
レ
ン
の
遺
影
で
す
。
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お彼岸の法要にお参りに来たナルく

んが、恥ずかしそうに、「おしょうさ

んにラブレター！」と言って、一通の

お手紙を渡してくれました。

法要後にみなさんにご紹介させてい

ただきましたが、読みながら目がウル

ウルしてしまいました。もっと長い手

紙だったら、涙がこぼれ落ちるところ

でしたが、短い手紙で助かりました。

本堂完成のときには、一番に「チー

ン」と鳴らしてもらうことにしましょ

う。

ご寄付の途中経過

4月10日現在のご寄付状

況は、右のグラフの通りで

す。

ご寄付をお申込みいただ

いた額は、当初の目標額を

上回っておりますが、お申

込みいただいたままで、い

まだ振込などをされていな

い方がいらっしゃいます。

万が一、お申込みされたこ

とをお忘れになっているの

ではないかと心配しており

ます。お気づきの方は、早

めにお手続きをお願いいた

します。

仏像仏具の篤志寄付の方

は、なかなか目標額に届き

ませんが、見かねた知り合

いのお寺さんが、使い古し

で良ければと言ってくださ

る仏具があったりして、な

んとか必要な仏具を揃え

て、仏事に支障のないよう

にしなければと思っており

ます。

ナルくんからのラブレター

第2巻 第3号



出入りの石屋さんが、使っていないときはお貸しします

よと言ってくれて、クレーン付きのトラックを貸して下さ

ました。

そこで、庭石をせっせと市原別院に運んでいるのです

が、掘り起こしてみるとかなりの数です。石庭の解説で、

土の上に顔を出しているのは庭石のほんの一部なんですと

聞いたことがありますが、まったくその通り！と体感して

おります。

そんなわけで、なかなか庭が片付かずにおります。ま

だ、椿も数本、大きなつつじ、マンサク、白いボケといっ

た庭木もありますし・・・、私の手だけでなんとかなるの

か、次第に不安が募ってきている今日この頃です。。

千葉市稲毛区穴川町375
電話: 043（251）9181
FAX: 043（251）9549

電子メール: oshou@chiba-enpukuji.com
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://chiba-enpukuji.com

臨済宗妙心寺派 圓福寺

ちが芽生えます。アリも我が物顔に巣作

りを始め、鳥も地面に降りて虫をついば

みます。その土地に、私たちの伽藍を建

てることによって、たくさんのいのちを

奪ったり、生きる場所を奪うことになり

ます。そこで、私たちが生きて行くため

に不可欠な水やお米・塩といった大切な

ものをお供えして、その土地を使わせて

いただくことに感謝の意を表すのだと思

います。

伽藍再建で、もともと本堂があった場

所に建てるわけですから、清めるなんて

いう必要はないのですから・・・。

施工業者さんが決まると、着工に先立

ち地鎮祭を執り行います。着工に先立っ

ての庭片付けも、禅宗のお坊さんとして

大切な仕事ですが、地鎮祭は法衣を身に

つけての大切な法要です。

墓地の開眼供養などでも、浄水・洗

米・お塩・お酒をお供えいたしますが、

地鎮祭でも同じものをお供えしてお参り

をいたします。

そのお供えの意味は、その土地を清め

ると言えばそれで片付く話かもしれませ

んが、浄不浄を区別していないはずの仏

教ではおかしな話になってしまいます。

更地にはすぐに雑草という新たないの

地を鎮
しず

める

以前の庭の様子

現
在
の
庭
の
様
子

ま
だ
ま
だ
緑
が
多
く
見
え
ま
す
。
こ
れ
で
も
ず

い
ぶ
ん
片
づ
け
た
の
で
す
が
・
・
・
。


